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障
が
い
者
雇
用
を
守
る

取
り
組
み
を

問　
市
職
員
の
障
が
い
者

の
雇
用
状
況
は
。

答　
自
治
体
の
法
定
雇
用

率
は
２
・
５
％
で
あ
り
、

遠
野
市
で
は
7
人
の
雇
用

が
必
要
と
な
る
。計
算
上
、

重
度
の
場
合
カ
ウ
ン
ト
を

増
や
す
等
の
決
ま
り
が
あ

り
、
実
際
に
は
9
人
の
在

職
扱
い
（
雇
用
率
３
・
11

％
）
と
な
り
、
法
定
雇
用

率
を
上
回
っ
て
い
る
。

問　
水
増
し
な
ど
不
適
切

な
計
上
は
な
い
か
。

答　
採
用
の
際
に
、
各
種

手
帳
を
確
認
し
適
切
に
対

応
し
て
い
る
。

問　
定
着
し
て
働
け
る
よ

う
に
、
働
き
や
す
い
職
場

環
境
の
取
り
組
み
が
大
事

で
は
。

答　
情
報
交
換
し
な
が
ら
、

よ
り
良
い
環
境
改
善
が
で

き
る
よ
う
に
努
め
た
い
。

第
三
セ
ク
タ
ー
経
営
体

強
化
の
取
り
組
み
は

問　
第
三
セ
ク
タ
ー
経
営

体
強
化
の
た
め
、
産
業
部

長
は
毎
月
の
施
設
長
会
議

に
出
席
し
て
意
見
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　
毎
月
の
会
議
に
は
担

当
課
長
が
出
席
し
て
お

り
、
そ
の
報
告
を
受
け
状

況
を
確
認
し
て
い
る
。
年

４
回
の
理
事
会
に
は
出
席

し
て
経
営
状
況
を
把
握

し
、
よ
り
良
い
方
向
を
目

指
す
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

問　
第
三
セ
ク
タ
ー
改
革

担
当
部
長
が
理
事
会
等
に

出
席
す
る
場
合
は
、
単
な

る
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
で
は
な
く
、

経
営
改
革
の
視

点
で
発
言
・
指

導
を
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い

か
。

答　
経
営
者
の

立
場
・
意
識
で

出
席
し
、
対
応

し
て
い
る
。

問　
ふ
る
さ
と

公
社
が
頑
張
れ

る
し
く
み
を
指

導
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ

る
が
ど
う
か
。

答　
年
度
計
画
に
向
か
っ

て
必
死
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
機
能
を
強
化
し
て
打

開
し
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
。虐

待
通
報

︵
62
︶０
１い

ち

８は
や

９く

問　
児
童
虐
待
に
関
す
る

相
談
件
数
は
。

答　
平
成
29
年
度
は
24
件
。

う
ち
児
童
相
談
所
に
通
報

し
た
ケ
ー
ス
が
７
件
。

　

要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
に
お
い
て
、学
校
・

警
察
・
民
生
委
員
な
ど
関

係
機
関
団
体
が
行
政
と
と

も
に
情
報
を
共
有
し
て
い

る
。

問　
受
付
体
制
は
。

答　
電
話
番
号（
62
）０
１

８
９
で
24
時
間
対
応
。
執

務
時
間
内
は
子
ど
も
政
策

課
に
直
通
。夜
間
・
休
日
は

当
直
に
繋
が
り
、
職
員
と

連
絡
を
取
る
。
ま
た
、
警

察
の
通
報
情
報
に
関
し
て

も
伝
達
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

構
築
さ
れ
て
い
る
。必
ず
、

通
報
後
48
時
間
以
内
に
子

ど
も
本
人
を
確
認
す
る
。

問　
市
民
全
体
に
番
号
の

周
知
を
は
か
る
べ
き
で
は
。

答　
遠
野
テ
レ
ビ
、
広
報

な
ど
を
通
し
た
周
知
、
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
も
大

事
で
あ
る
。ま
た
、様
々
な

団
体
に
出
向
き
説
明
を
す

る
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
。

︹
調
査
日
︺

　

平
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︺
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◆
わ
さ
び
バ
イ
オ
セ
ン

タ
ー
の
運
営
と
生
産
振
興

　

島
根
県
益
田
市
匹
見
地

域
（
旧
匹
見
町
）
は
、
昭

和
63
年
に
特
産
品
振
興
の

た
め
、
全
国
に
先
駆
け
て

わ
さ
び
の
バ
イ
オ
セ
ン
タ

ー
を
整
備
し
た
。
旧
宮
守

村
も
こ
れ
を
参
考
に
平
成

２
年
に
整
備
し
て
い
る
。

今
後
の
遠
野
産
わ
さ
び
の

生
産
振
興
に
資
す
る
べ
く

訪
問
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
は
職
員
３
名

で
年
間
３
～
４
千
本
の
苗

を
出
荷
。
年
間
の
運
営
費

は
８
０
０
万
円
。課
題
は
、

苗
の
需
要
期
が
集
中
す
る

こ
と
か
ら
、
通
年
で
の
生

産
体
制
が
困
難
な
こ
と
、

基
に
な
る
苗
の
品
質
の
ば

ら
つ
き
で
あ
る
。
対
策
と

し
て
、
よ
り
良
い
苗
の
選

抜
と
中
間
育
苗
を
、
今
年

度
か
ら
２
、３
年
か
け
て
、

県
、
Ｊ
Ａ
、
生
産
者
組
合

が
一
体
で
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

か
つ
て
は
東
の
静
岡
に

匹
敵
し
て
「
西
の
匹
見
」

と
呼
ば
れ
た
わ
さ
び
は
、

栽
培
面
積
、
生
産
量
、
生

産
者
と
も
減
少
し
て
い

る
。
し
か
し
近
年
は
、
11

人
も
の
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
生

産
に
加
わ
り
、
行
政
に
よ

る
圃
場
、
施
設
、
作
業
道

の
整
備
と
バ
イ
オ
セ
ン
タ

ー
の
運
営
で
、
特
産
品
振

興
に
力
強
く
取
り
組
ん
で

い
る
。

◆
森
の
守
り
人
に
よ
る
自

伐
型
林
業
の
実
践
と
普
及

　

匹
見
地
域
は
97
％
が
山

林
で
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
制
度
に
よ
っ
て
、
平
成

27
年
度
か
ら
合
計
９
名
の

隊
員
（
森
の
守
り
人
）
が

自
伐
型
林
業
に
特
化
し
て

従
事
し
て
い
る
。
自
治
体

の
指
導
体
制
も
一
貫
し
て

お
り
、
４
年
目
の
起
業
、

定
住
を
目
指
し
て
い
る
。

　

放
置
さ
れ
が
ち
な
山
林

の
間
伐
促
進
の
た
め
、
森

林
資
源
活
用
事
業
を
展
開

し
、
住
民
が
持
ち
込
ん
だ

間
伐
材
１
ト
ン
に
つ
き
現

金
と
地
域
通
貨
券
で
６
千

円
を
市
が
支
払
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
山
林

の
活
用
、
地
域
経
済
の
循

環
が
図
ら
れ
て
い
る
。
集

ま
っ
た
間
伐
材
は
、
市
内

温
浴
施
設
等
の
薪
ボ
イ
ラ

ー
の
燃
料
と
な
っ
て
利
益

を
上
げ
て
い
る
。

産 業 建 設
常任委員会
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決　

  

算

特
別
委
員
会

　
決
算
特
別
委
員
会
（
議
長
及
び
監
査
委
員
を
除
く
16
人
の

議
員
で
構
成
、
委
員
長
菊
池
由
紀
夫
議
員
、
副
委
員
長
佐
々

木
大
三
郎
議
員
）
は
、
決
算
等
10
件
に
つ
い
て
付
託
を
受
け
、

審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
委
員
会
で
は
、
事
業
後
の
成
果
等
に
つ
い
て
活
発
な
質

疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
10
議
案
が
原
案
の

と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

匹見上地区振興センターで説明をいただく

匹見地域の渓流式わさび田（標高 500ｍ）

遠野市ホームページでの周知

視 察 報 告決算特別委員会


